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看護初期研修発表会看護初期研修発表会

3月5日（土）午後から、初期研修発表会を行い

ました（会場以外でも発表が聞けるように、

昨年同様リモートでも参加） 。

会場は25名ほどで集まりました。今年度入職した、

1年目看護師2人が看護観を発表し、それぞれプリセプターが振り返り、頑張りをねぎら

いました。コロナ禍で教える人も周りも余裕がない中、教える時間がなかったりと、不安や

苦悩が垣間見えました。ケアワーカーの発表では、入院アンケートを分析して、これから

の改善に活かします。2年目の症例発表は2名、3年目の看護研究は5名が発表しまし

た。パワーポイントに工夫があり、矢印や赤線を強調して分かりやすかったです。質問もた

くさんありました。各職場の師長さんからの応援メッセージを受け、また明日から、患者さ

んに寄り添う看護を目指してがんばります。
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・奨学金を受けた期間と同期間、当法人施設で勤務する

ことにより返済は免除となります。
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奨学金制度のご案内奨学金制度のご案内

貸与金額 月額 50,000円貸与金額 月額 50,000円

・看護学校入学が決定した方

・看護学校在住の方

・免許取得後、当法人で働くことを希望される方
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対象対象

✧詳しくは右記担当者まで✧詳しくは右記担当者まで

岐阜市北山1-14-24

携帯：０９０－１６２１－０２４３

岐阜市北山1-14-24

携帯：０９０－１６２１－０２４３

問合せ問合せ

岐阜勤労者医療協会岐阜勤労者医療協会

みどり病院みどり病院

〒501-3113〒501-3113

☎ 058-241-0681（代表）☎ 058-241-0681（代表）

✉midori-nurse@gifu-min.gr.jp✉midori-nurse@gifu-min.gr.jp

看護学生担当：荒深看護学生担当：荒深

← 1年目看護師の2人と

司会の4階病棟看護師 ↓

← 1年目看護師の2人と

司会の4階病棟看護師 ↓
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病院の情報・活動など更新しています病院の情報・活動など更新しています

インターンシップ受付中です！！インターンシップ受付中です！！

看護奨学生募集中看護奨学生募集中

他職種、他学校の学生
との交流企画があります。
就職後のつながりづくりを
学生の時からできます。
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定期的に看護学生向け
の学習会を行っています。
学校での学びをさらに
深めて頂けます。
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新しい奨学生が4月より3名増え9名になりました新しい奨学生が4月より3名増え9名になりました

経済面だけでなく、
充実した学生生活のため、
看護部がバックUP！
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東日本大震災・福島第1原発事故から11年にあたり、「福島

を忘れない、福島の真の復興を願う」と「ロシアのウクライナ侵

攻に抗議する」とを合わせて、病院近くの交差点で大きな声

で読み上げました。第2弾では職員50名と地域の方々20名

程が参加し、「医療と介護の職員は、非人道的な方法で理

不尽に命が奪われる、傷つけられることを許さない」など、医

師や職員がシュプレヒコールを繰り返しました。ロシアに戦争

を止めてほしいと願いました。3月は朝や昼休みを利用し、３

回行いました。

東日本大震災・福島第1原発事故から11年にあたり、「福島

を忘れない、福島の真の復興を願う」と「ロシアのウクライナ侵

攻に抗議する」とを合わせて、病院近くの交差点で大きな声

で読み上げました。第2弾では職員50名と地域の方々20名

程が参加し、「医療と介護の職員は、非人道的な方法で理

不尽に命が奪われる、傷つけられることを許さない」など、医

師や職員がシュプレヒコールを繰り返しました。ロシアに戦争

を止めてほしいと願いました。3月は朝や昼休みを利用し、３

回行いました。

ロシアのウクライナ侵攻に抗議ロシアのウクライナ侵攻に抗議


